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１．はじめに 
 近年，デジタル化という言葉が学校教育の領域

でしばしばみられる。そこでは，パソコンやタブ

レットなどの ICT 端末の活用，端末をインターネ

ットに接続することに伴う学習方法の変容を意味

することが多い。 
 ここで，視点を学校から社会へ広げてみると，

デジタル化は社会全体を変容させていることに気

づく。SNS やビッグデータ，AI などの進化によ

り，高速・精緻で大量の情報を交換することが可

能になったことで，社会構造は大きく変容してき

た（バートレット，2018）。 
 本研究の対象である政治参加に関しても例外で

はない。従来，政治に関する情報流通（政治家・

政党⇔市民）は，新聞・テレビなどマスメディア

がゲートキーパーとして機能してきた。しかし，

デジタル化の進展により，SNS などを通して政治

家が直接市民に情報を伝え，市民が直接政治家に

情報を伝えることも可能になった（谷口・宍戸，

2020）。 
 変化に伴い，市民がとるべき行動も変化する。

マスメディアがゲートキーパーであった時以上に，

情報の精査を自身で行うことが必要になるだろう。

年齢に関係なく発信できる特性のため，選挙年齢

に達していない若者の考えが政治に反映される可

能性も拡大する。可能性と課題の双方がある。 
 求めるか否かに関わらず，こうしたデジタル化

の進展は著しく，市民生活に与える影響は強くな

っている。私たちがデジタル時代のシティズンシ

ップ（市民性）の変化にどのように応じ，育成し

たらよいかは喫緊の課題といえよう。 
 本研究は，デジタル化に伴う政治参加に着目し

た米国のカリキュラム Digital Civics Toolkit（以

下，DCT）の分析を通して，以下の問いに答える

ことを目的とする。DCT はデジタル時代のシティ

ズンシップ教育として，①どのような内容を②ど

のように育成しようとしているのか，である。 
 近年，デジタル・シティズンシップ教育に注目

が集まっている。坂本ら（2020）は，従来の先行

研究が情報モラル教育の対抗としての特色を強調

したのに対し，本研究は政治参加としての側面に

注目する。以下では，参加型政治とは何かを説明
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し，DCT の全体構成・単元構成を検討し，教育内

容構成の特色を抽出することしたい。 
 

２．参加型政治とは何か 
 Kahne et al.（2016）は，ソーシャルメディア

やインターネットの発達は，市民・政治生活に参

加型政治の拡大という変化をもたらしたと述べる。

参加型政治とは，「個人やグループが公共の関心ご

とについて声を上げ，影響力を行使しようとする

対話型のピア・ベースの行為（Kahne et al.，
2016）」と定義される。例えば，2020 年には検察

官の定年を引き上げるという政府の意思決定への

抗議が SNS 上のハッシュタグとして拡散し，法

案成立が見送られたことがあげられる。 
デジタル時代の参加型政治は，文化と政治，あ

るいは公的参加と私的参加の境目が曖昧になると

いう特質を有する。これにより，従来の政治には

ない新たな可能性と課題をもたらしている。新た

な可能性とは，既存の制度やコミュニティを介す

ることなく，民主的な意思決定に影響を与えるこ

とができることから，従来の政治では周縁化され

ていたマイノリティや子どもといった存在が公平

に参加できることである（Kahne et al.，2016）。 
 一方で，新たなリスクや課題も存在する。例え

ば，エコーチェンバー効果によって感情的な議論

（ポピュリズム）に流されてしまうことがある。

また，バートレットが指摘しているように，SNS
の利用は人々の直感的・衝動的な思考を促進する

ことで，異なる思想を持つコミュニティ間で分断

をもたらす可能性がある（バートレット，2018）。 
 

３.Digital Civics Toolkit の内容構成 

3-1. Digital Civics Toolkit の概要 

 DCT は，米国にある若者と参加型政治に関する

研究ネットワーク（ Youth & participatory 
politics research network，以下 YPP）の研究成

果を活用して作成された教師用教材集である。

YPP は，政治参加に関する調査研究プロジェクト

（research project），実践プロジェクト(action 
project)を行った。 
 まず，米国全体の若者に対し，2011 年・2013
年の 2 回に渡り，政治参加に関する調査を行った。

そこでは，新しいメディアの台頭によって，政治

の実践や若者の市民的・政治的発達に与える影響

を概念化・検証し，若者の政治参加への関与の量，

質，平等性を分析した。一方，実践プロジェクト

は，教育者，プラットフォーム設計者，活動家と

の共同作業を通じて，研究成果を実践化した。 
 DCT は，3 種類の実践プロジェクトの 1 つであ

り，”Educating for Participatory Politics”（参加

型政治に対する教育）グループの成果である。デ

ジタル時代の市民としての可能性を若者が認識・

探究することを支援しようと考える教育者のため

に開発された 。 
 
3-2.Digital Civics Toolkit の全体構成―デジタル

時代の参加型政治への関与を重視した構成― 

 DCT は高等学校段階の教育者に向けて開発さ

れた教材集である（The MacArthur Research 
Network on Youth and Participatory Politics，
2018a）。DCT は，5 つのモジュール「参加

（PARTICIPATE）」，「調査（INVESTIGATE）」，

「対話（DIALOGUE）」，「声（VOICE）」，「行動

（ACTION）」からなる。各モジュールは，カン

バセーション・スターター（Conversation Starter，
以下 CS），クエスチョン（Question，以下 Q），

クロ ージ ング ・リ フ レ クシ ョン （ Closing 
Reflection，以下 CR），ティーチャー・バックグ

ラウンド（Teacher Background）1 から構成され

ている（The MacArthur Research Network on 
Youth and Participatory Politics，2018c）。 
 DCT の 5 つのモジュールをカリキュラムとし

てみると，スコープとして「参加型政治への若者

の関与（Youth Engagement in Participatory 
Politics）」，シーケンスとして「参加型政治を通し

た社会変革の過程」で組織されていると解される。 
では，具体的に上記のスコープとシーケンスは

DCT の学習内容としてどのように反映されてい

るのか，DCT の内容構成をみていこう。 
 単元の内容構成を整理・分析を加えたものが表

1 である。表 1 は，左から右に，筆者が訳した「モ

ジュール名」・「問い」・アクティビティから抽出し

た「活動を導く問い」を配列している。さらに，

「活動を導く問い」から生徒が学ぶ内容を解釈し

たものを「内容構成」として網掛けで記している。

また，内容構成からは DCT が想定している参加

型政治への関わり（＝「関与」）が抽出された。 
 モジュール「参加」の内容は，「関与に向けた市

民的課題」である。ここでは，政治参加の意味を

考え，政治参加先のコミュニティの特質を探索し，

1 Teacher Background は，教育者に対してそのモジュールで使用されている文献や参考になる文献を列挙しているのみで

あるので，本稿では分析の対象外とする。 
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実際のコミュニティにおける市民的課題を発見す

ることで，自分とコミュニティ双方にとって関与

する価値のある市民的課題を学習する構成になっ

ている。最初に CS では，「政治的に能動的である

ことはあなたにとって何を意味するのか」と問い，

生徒に政治的な行動の定義を考えさせたり，ハッ

シュタグのついたツイートを読ませたりすること

で，政治参加の意味を反省させる。次に Q1 では

生徒が所属するオフラインとオンラインのコミュ

ニティをそれぞれ図示する活動により，それぞれ

のコミュニティの特質を把握させる。そして，最

後に Q2・Q3・CR では生徒自身が選定したコミ

ュニティの中でインタビュー調査をさせ，実際の

コミュニティの課題を発見・特定させる。このよ

うにモジュール「参加」では，政治参加の意味・

コミュニティの特質・実際のコミュニティの課題

から，「参加型政治の関与に向けた市民的課題」を

学ばせている。 
 モジュール「調査」の内容は，「調査という関与」

である。ここでは，ニュースに対する捉え方を振

り返り，情報自体の信頼性と情報に対する自身の

理解の正確性のあやうさに気づき，実際にデータ

の収集・分析・作成を経験する構成になっている。

最初に CS では，生徒に最近見たニュースを思い

出させる。そして教師が提示する「ニュースとア

メリカの子ども」に関するインフォグラフィック

スを読み，ニュースの真偽や重要性を考えさせる

ことで，メディアの情報に対する自分の受け止め

方を振り返りをさせる。次に Q1 では，デジタル

時代の信頼性について説明している動画を見せ，

自分が行う実際の情報判断のプロセスや情報の真

偽を確かめる方法を個人・クラスで議論させる。

Q2では，ニュースの見出しを分析させることで，

自分の主義・主張と近い情報に対しては批判の目

が向きにくいことに気づかせる。このように Q1・
Q2 では市民として情報の信頼性と正確性に自覚

的になる必要性を学んでいく。その後 Q3・Q4 で

は，インフォグラフィックスの仕組みを学ばせた

後に，実際にデータを収集・分析・作成させるこ

とでインフォグラフィックスのつくり方自体を学

ばせる。最後に CR では，これまでの学習を振り

返り，自身の調査に対する捉え方の変化を説明さ

せる。このようにモジュール「調査」では，デジ

タル時代における市民として，ニュースへの向き

合い方を振り返り，すべての市民が陥る情報の正

確性と信頼性の危うさに関する問題に気づき，実

際にインフォグラフィックスの作成を体験するこ

とで，「調査という関与」を学ばせている。 
 モジュール「対話」の内容は，「生産的な対話と

いう関与」である。ここでは，経験的にオフライ

ンとオンラインの対話の違いを理解し，実際の市

民のオンラインの対話を分析させることで，オン

ラインでの生産的な対話の条件を創っていく学習

の構成になっている。最初に CS では，TED トー

クを視聴させることで，戦略的な会話の手段を複

数把握させ，その中でなじみのあるものや目新し

い戦略を識別させる。次に Q1 では，実際にオフ

ラインで対話を経験させ，オンラインの対話に関

する若者の議論を眺めさせることで両方を比較し，

オフライン・オンラインの対話の特徴を理解させ

る。Q2・Q3 では，動画のコメント欄への市民の

スレッドの応答を分析させることで，オンライン

の生産的な対話を理解させる。その後 SNS のガ

イドラインを調べさせ，生産的な対話の仕方とそ

の条件をクラス内で議論させ，自分たちで再構成

させる。最後に CR では，生産的な対話の仕方と

条件について振り返りをさせる。このように，対

話の質の相違を経験的に理解し，実際の市民のオ

ンラインでの対話を鏡に，自分たち（教室内）の

オンラインの対話の条件を再構成することで「生

産的な対話という関与」を学ばせている。 
 モジュール「声」の内容は，「声をあげるという

関与」である。ここでは，声をあげる（市民的課

題に対する自身のメッセージを発信する）ことへ

の自身の認識を振り返り，他者の声のあげ方を知

り，効果的で安全な声の上げ方を探り，声をあげ

ることの特質と方略を振り返ることで，声をあげ

るという政治参加の関与を学ぶ構成になっている。 
最初にCSでは政治的な見解をSNSで共有する

ことがあるのかないのか，その根拠を考えさせ，

自分たちの政治参加と SNS の距離感を把握させ

る。次に Q1 では声を発信した他者の事例から，

物語を SNS に乗せる意味や方法を知ることで，

従来のオフラインの社会参加で力負けしてきた声

―多数派に対する少数派や社会から抑圧を受ける

人々の意見―をデジタルの記録に残し，証言する

といったストーリーテリングの実際を理解させる。

一方こうした行為にはリスクが伴う。そこで 
Q2・Q3・Q4 ではセキュリティやプライバシーの

問題やデジタルフットプリントといったオンライ

ンに自分たちの声が残ることを学習させる。さら

に自分たちの声を管理する方法を考えさせ，効果

的で安全に声をあげる方法を学ばせる。最後に

CR では学んだ内容を既知のもの，感化されたも
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の，戸惑ったものに整理させ，再び声をあげるこ

との特質と方略を学ばせる。このようにモジュー

ル「声」では声をあげることへの自身の認識，他

者の声のあげ方，安全に声をあげる方法，声をあ

げることの特質と方略から，市民として「声をあ

げるという関与」を学んでいる。 
 モジュール「行動」の内容は「市民的行動とい

う関与」である。ここでは市民的行動の特質を比

較・分析し，その実際を経験・振り返らせること

で，市民的行動という政治参加の関与を学習する

構成になっている。最初に CS では導入部分でイ

ンターネットの出現が市民的行動に与えた功罪を

評価させる。さらに，Q1・Q2・Q3 ではデジタル

時代の前後で活動家の戦略やリスクがどのように

変化したのかを考えさせ，デジタル時代に市民的

行動を起こすことの意味を考えさせ，デジタルメ

ディアを利用するためのメリットとデメリットを

評価させることで市民的行動の特質を学ばせる。

最後に Q4 では実際に社会変革に向けてソーシャ

ルメディアを用いる上での行動指針を決めるとい

う市民的行動を経験させる。さらに，CR では実

際の参加経験で得た重要な気づきをニュースとし

てまとめるという活動の振り返りを行うことで市

民的行動の実際を学ばせる。このようにモジュー

ル「行動」では，市民的行動の特質と市民的行動

への実際の参加から，「市民的行動という関与」を

学ばせている。 
 DCT のスコープには「参加型政治への若者の関

与」が採用されていると解される。その背景には，

YPP が実施した若者の政治的・市民的実践に関す

る調査結果との関係性がある（The MacArthur 
Research Network on Youth and Participatory 
Politics，2018b）。  
 調査では，メディアの台頭により若者の参加型

政治への関与，つまり政治的・市民的な実践にお

ける 4 つの形態「調査と研究（Investigation & 
Research）」，「対話とフィードバック（Dialogue & 
Feedback ）」，「作成と発 信（ Production & 
Circulation）」，「変化のための動員（Mobilizing 
for Change）」があることが明らかになっている

（Kahne et al.，2016）。調査と研究とは，若者が

政治的・市民的な問題を学び，調査を進めるため

に情報を分析・評価するという参加型政治への関

与の形態である （Kahne et al.，2016）。対話と

フィードバックとは，若者が公的な問題について

対話し，多様な視点を学び，エリートにフィード

バックするという参加型政治への関与の形態であ

る （Kahne et al.，2016）。作成と発信とは， 若
者が自分たちにとって重要な課題に関するニュー

スや情報を作成・発信し，広域にわたる語りを形

成するという参加型政治への関与の形態である

（Kahne et al.，2016）。変化のための動員とは，

若者がネットワークを作り，他の人々を巻き込む

ことで政治的・市民的な目標を達成しようとする

参加型政治への関与の形態である（Kahne et al.，
2016）。こうした「調査と研究」，「対話とフィー

ドバック」，「作成と発信」，「変化のための動員」

がそれぞれモジュール「調査」，「対話」，「声」，「行

動」のスコープに対応する。 
 それに加えて，若者の政治参加を促すという

DCT の目的を達成するためには，４つの関与だけ

でなく，関与するための市民的課題を見つけるこ

とが必要だと考える。故に，モジュール「参加」

の学習内容である「関与に向けた市民的課題」が

組込まれていると推察される。 
 なお，DCT のシーケンスには「参加型政治を通

した社会変革の過程」が採用されていると解され

る。参加型政治は市民が共通の関心ごとを見つけ，

声の上げ方を確定し，その声を使って実際に市民

的行動に参加するという３段階の手続きで構成さ

れている（Kahne et al.，2016）。 
 DCT では，まずモジュール「参加」で関与に向

けた市民的課題を学ぶことで共通の関心ごととし

て解決すべき市民的課題を見つける。モジュール

「調査」，「対話」，「声」では「調査という関与」

によって市民的情報（civic information）2 そのも

のとそれに対する自身の理解の両者についてのバ 
イアスに気づくようになり，「対話という関与」に

よって自身の市民的課題への理解をより良いもの

に更新できるようになり，「声という関与」によっ

て，市民的課題に関する自身の意見を効果的で安

全に拡散できるストーリーを形成することで，声

の上げ方を確定する。そして最後にモジュール「行

動」で，他者の市民的行動に関する資料の比較・

分析をさせた後，実際に市民的行動に参加させる。 
 このように DCT は「参加型政治への若者の関

与」というスコープに準じた内容を「参加型政治

を通した社会変革の過程」というシーケンスに基

づいて配列することで，若者の政治参加を促すと

いう教育目標を達成させようとしている。 
 以上みてきたように，DCT は「参加型政治の若

者の関与」というスコープを，「参加型政治を通し 
2 市民的情報（ civic information）とは，コミュニティの課題や問題についてのニュースや情報を指す。

（ https://www.digitalcivicstoolkit.org/investigate【最終閲覧日：2021 年 12 月 3 日】） 
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表 1 DCT のモジュール全体の内容構成  
モジュ

ール名 問い 活動を導く問い 内容構成 

参加 

CS：政治的に活動的であることはあなたにとってど

のような意味があるのか？ 
 あなたは自分の地域コミュニティや

オンラインコミュニティに誰がいる

と思うか？ 
 あなたのコミュニティでは，どのよ

うな市民的課題について話している

のをよく耳にするか？ 
 あなたはどのような市民的課題に興

味があり，より深く理解して参加し

たいと思うか？ 

政治参加の意味 関
与
に
向
け
た
市
民
的
課
題 

Q1：誰をオフラインまたはオンラインのコミュニテ

ィとして考えているのか？ 
コミュニティの 

特質 
Q2：コミュニティの人びとが最も直面している市民

的課題とは何か？ 
実際のコミュニテ

ィの課題 Q3：より理解を深め関わってみたいと思うような市

民的課題は何か？ 
CR 

調査 

CS：最近見聞きしたニュースは何？どうやって見聞

きしたのか？ 
 なぜ信頼性が重要なのか？オンライ

ンの市民的情報の信頼性はどのよう

に判断すればよいか？ 
 市民的課題を調査する際、自分のバ

イアスをどのように反映させればよ

いですか？ 
 どのようにすれば、オンラインの市

民的情報を視覚的に理解・分析する

ことができるか？ 
 トピックを調査し、学んだことを発

表するにはどうすればよいか？ 

メディアの情報に

対する自分の受け

止め方 
調
査
と
い
う
関
与 

Q1：なぜ信頼性は重要か？どうやってオンラインの

市民的情報の信頼性を判断すればよいか？ 情報の信頼性 
と正確性 Q2：市民的情報を調査する際にどのように自分のバ

イアスを反省すればよいか？ 
Q3：どのようにオンライン上の市民的情報の視覚的

な形式を理解し，分析できるか？ インフォグラフィ

ックスのつくり方 Q4：どうやってトピックを調査し，学んだことを発

表するのか？ 
CR 調査に対する変化 

対話 

CS：どのようにしたらより良いコミュニケーション

ができるようになるか？ 
 市民的課題についてのオフライン対

話とオンライン対話の機会と課題は

何か？ 
 オンラインでの市民的課題の議論の

良し悪しはどのようなものか？ 
 市民的課題についての良いオンライ

ン対話を実現するにはどうしたらよ

いか？ 
 

戦略的な 
会話の手段 生

産
的
な
対
話
と
い
う
関
与 

Q1：オフラインでの機会と課題は何か？ オフライン・オンラ

インの対話の特徴 
Q2：市民的課題についてのオンラインでの議論は，

良いものとそうでないものとでは，どのように見え

るか？ 生産的な対話の仕

方とその条件 Q3：市民的課題や論争のある問題について，オンラ

インでの対話をうまく行うにはどうしたらよいか？ 
CR 生産的な対話の仕

方とその条件 

声 

CS：あなたや他の人は，オンラインでの市民参加に

ついてどう感じるか？ 
 どうやって自分のストーリーを見つ

け，それを市民的に意味のある方法

で表現するか？ 
 何を公に共有し，何を自分の中に留

めておくか？ 
 自分を表現するとき，私のメッセー

ジはどのように広がっていくのだろ

うか？ 
 自分の声の「デジタルアフターライ

フ」をどのように管理するか？ 

政治的な見解を発

信することへの自

身の認識 
声
を
上
げ
る
と
い
う
関
与 

Q1：自分のストーリーを見つけ，それを市民的に意

味のある方法で表現するにはどうすればよいか？ 
ストーリーテリン

グの実際 
Q2：私は何を選んで公開し，何を秘密にしているの

か？ 
効果的で安全に声

を上げる方略 
Q3：私が自分を表現するとき，私のメッセージはど

のように広がっていくか？ 
Q4：「デジタルアフターライフ」における私の声の

管理はどうすればよいか？ 
CR 声を上げることの 

特質と方略 

行動 

CS：インターネットは会話をどのように変えたの

か？ 
 過去の社会変革の取り組みから何が

学べるのか？  
 デジタル時代において，行動を起こ

すとはどういうことか？ 
  オンライン上の行動は「スラックテ

ィビズム」なのか，それとも単に行

動を起こす別の方法なのか。リスク

は何か？ 
 ソーシャルメディアを利用した行動

指針をどのように決定しているの

か？ 

市民的行動の 
特質 

市
民
的
行
動
と
い
う
関
与 

Q1：過去にあった社会変革への取り組みから何が学

べるか？ 
Q2：デジタル時代において行動することにはどんな

意味があるのか？ 
Q3：オンライン行動主義は，スラックティビズムな

のか，もしくは単に行動に変わる別の手段なのか？ 
Q4：ソーシャルメディアを活用した行動指針はどう

やってきめるのか？ 市民的行動の実際 
CR 

 （https://www.digitalcivicstoolkit.org/modules【最終閲覧日：2021 年 12 月 3 日】をもとに筆者ら作成） 
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た社会変革の過程」というシーケンスで配列する

内容構成によって，「若者の政治参加を促す」とい

う教育目標を達成しようとしていたといえよう。 

  

3-3. Digital Civics Toolkit の単元構成―市民的

行動の比較と追体験による社会変革の追求― 

 ここでは，単元構成としてモジュール「行動」

を取り上げる。モジュール「行動」を取り上げる

のは，政治参加の行動として最も直接的に政治権

力に働きかけることをめざしたモジュールだから

である。 
 モジュール「行動」は，子どもに市民的行動を

比較・分析させた後に，実際に経験させることで，

社会変革を追求させる過程として組織されている。

モジュール「行動」は，次の 3 つの学習原理で成

り立っている。まず第 1 に，モジュールの最初

（CS）と最後（CR）でそれぞれモジュールの導

入・振り返りをさせることである。第 2 に，モジ

ュールの前半（Q1・Q2・Q3）で他者の市民的行

動の比較・分析をさせることである。第 3 に，モ

ジュールの後半（Q4）で市民的行動に参加させる

ことである。モジュールの一連の学習過程と原理

を整理したものが，表 2 である。以下で，具体的

に見てみよう。 
 モジュール「行動」は，CS と 4 つの問いと CR
から組織されている。CS では，モジュールの導

入として，インターネットが市民的行動を変化さ

せたことに気づかせる。具体的には，教師はイン

ターネットの出現によって「スラックティビズム」

や「クリックティビズム」の時代が到来している

ことを示すミーム 3 を提示しながら，ミームの意

図や過去と現在の市民的行動の相違点・類似点に

ついて気づくことはないかを問う。なお，ミーム

とは，インターネット上で，自覚しているかどう

かにかかわらず，伝播していく行動・概念・媒体

のことであり，ここでは，「1970 年の 5 日間にわ

たる学生運動で目を失った」と述べる眼帯をした

男性と，「Facebook の抗議グループに参加して，

クリックした指をねん挫した」と述べる男性が風

刺されている。 
 Q1・Q2・Q3 では，社会変革に向けた最適な市

民的行動について検討させるために，他者の市民

的行動に関する資料を見せ，比較・分析をさせる。

例えば，Q2-Act1 では，デジタル時代において市

民的行動を起こすことの意味について考えさせ，

そのうえで，ペアやグループ，クラスで議論をさ

せる。具体的には，デジタルメディアを活用して

市民的行動に携わる人々へのインタビューのビデ

オを見せる。ビデオを見せる際には，市民的行動

を起こすために新しいメディアを利用する利点と

課題について注意させる。その後，利点や課題に

ついてペアやグループ，クラスで議論をさせる。 
 Q4 では，ソーシャルメディアの利用を視野に

入れた行動指針の決め方について考えさせるため

に，次の 3 つの学習段階を経る。第 1 に，社会変

革に向けた最適な市民的行動とはどのようなもの

かについて検討させる段階（Q4-Act1）である。

第 2 に，アクションプロジェクトへの参加を通し

て社会変革を構想させる段階（Q4-Act2）である。

第 3 に，大衆文化を活用しての，より効果的な社

会変革を構想させる段階（Q4-Act3）である。 
以下で，Q4 の 3 つの学習段階について具体的

に説明する。第 1 段階では，まず，声をあげるた

めにはアクセス可能で最適な手段を見つけ出す必

要があるといった趣旨のコメント 4 を読ませる。

そのうえで，現在利用しているメディアプラット

フォーム，そのプラットフォームが接触できる/
できないコミュニティ，そのプラットフォームを

利用する際の危険性を示すチャートに回答を記入

させ，その結果をクラスメートと比較・共有させ

る。次に，子どもの問題関心に近い問題状況を仮

定した上で，その解決に向けて行動計画を立てさ

せる。そのために，動員すべき対象を洗い出し，

メディアの使い方と動員の戦略の提案書を書かせ

ることで，任意のメディアをどのように利用する

のかについて検討させる。 
第 2 段階では，社会変革を構想させるために，

アクションプロジェクトに参加させる（Q4-Act2）。
このアクションプロジェクトは，数週間にわたっ

て，子どもが関心のある問題について取り組むも

のである。DCT ホームページにおいては，ある教

師が 1 年間の最後の 6 週間を使って行うアクショ

ンプロジェクトが事例として紹介されている。そ

のプロジェクトは，「研究→計画→実行→振り返り

→共有」の過程を経ながら学習を進めるものとし

て紹介されている。 

3  DCT ホームページ（https://www.digitalcivicstoolkit.org/action-conversation-starter）参照【最終閲覧日：2021 年 11
月 26 日】。なお，作成者らは，ミームが示す，インターネットがアクティビズムをスラックティビズムに容易に変化させ

るという言説に対し，批判的な立場を取るものである。 
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表 2 「行動」モジュールの学習過程と原理 

問い アクティビティ名 主な学習 学習 
過程 

CS： 
インターネット

は会話をどのよ

う に 変 え た の

か？（30 分） 

  インターネット出現によって「スラックティビズム」や「クリ

ックティビズム」の時代が到来していることを示唆しているミ

ームについて，その意味を読み取る。 
 過去と現在の市民的行動の類似点と相違点について考える。 

導
入 

Q1： 
過去にあった社

会変革への取り

組みから何が学

べるか？ 

Act： 
目標に目を向けて：今

と昔（60 分） 

 1960年代に若者のアクティビストが公民権の承認と人種差別の

撤廃のためにどのように戦略を立て，組織化し，市民的不服従

の行為を準備・実行したかを紹介しているドキュメンタリーを

見せる。 
 アクティビストはどのような選択をしたのか，また，他の人は

どのような選択をしたのかを記録する。 
 ペアまたは小グループで議論する。 

他
者
の
市
民
的
行
動
の
比
較
・
分
析 

Q2： 
デジタル時代に

おいて行動する

ことにはどんな

意 味 が あ る の

か？ 

Act1： 
ビデオ―デジタルメデ

ィアと正義のための

構想（30 分） 

 正義の活動に携わる著名なアクティビスト，学者，組織，その

他の人々へのインタビューを特集した，デジタルメディアが行

動に何をもたらすかを反映したビデオを見せる。 
 その際には，アクティビストが言及する問題に対して行動を起

こすために新しいメディアを利用する利点や課題について注意

する。 
 利点や課題についてペアやグループ，クラスで議論する。 

Ex-Act： 
ソーシャルメディア

の有望性と危険（2~3
コマ） 

 生徒に深く理解させたい場合は，社会的行動に関するソーシャ

ルメディアの有望性と課題を検討するためのレッスンを使用す

る。 

Q3： 
オンラインのア

クティビズムは，

スラックティビ

ズムなのか，もし

くは単に行動に

おける別の手段

なのか？ 

Act： 
対面のアクティビズ

ム vs オンラインのア

クティビズム（60 分） 

 スラックティビズムやオンラインの市民的行動の危険性などを

示す３つの記事を読んで，グラフィック・オーガナイザー（縦

が対面のアクティビズムとオンラインのアクティビズム，横が

強みや利点と課題や危険性）に記入する。 
 小グループやクラスでグラフィック・オーガナイザーについて

議論する。 
 議論を踏まえてどのような戦略をとるか，その戦略は課題や危

険性に対処できるか，残された不安は何かという問いに答える。 
Q4： 
ソーシャルメデ

ィアの利用を視

野に入れた行動

指針はどうやっ

て決めるのか？ 

Act1： 
任意のメディアアプ

ローチ（30~45 分） 

 声をあげる手段を見つけ出し，声をあげる必要があるといった

趣旨の NPO 団体の創始者のコメントを読む。 
 現在利用しているメディアプラットフォーム，そのプラットフ

ォームが接触できる/できないコミュニティ，そのプラットフォ

ームを利用する際の危険性を示すチャートに回答を記入させ，

その結果をクラスメートと比較・共有する。 
 生徒の関心に近い状況を仮定して，その目的のために行動を起

こすために，動員すべき対象を洗い出し，メディアの使い方と

動員の戦略の提案書を書く。 

市
民
的
行
動
へ
の
参
加 

Act2： 
アクションプロジェ

クトを行う（数週間） 

 アクションプロジェクトに参加する。 

Act3： 
より良いものを想像

する：社会変革のため

に大衆文化を活用す

る（2 時間） 

 「文化的鍼治療（cultural acupuncture）」という概念を紹介す

る。 
 再度アクションプロジェクトに参加する。 

CR：（15～20 分）   Q1・Q2・Q3・Q4 の問いを再度投げかける。 
 ニュースの見出しの形で表現させる。 振

り
返
り 

（https://www.digitalcivicstoolkit.org/action【最終閲覧日：2021 年 11 月 26 日】をもとに筆者ら作成）
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第 3 段階では，よりよい社会変革を構想させるた

めに，「文化的鍼治療（cultural acupuncture）」5

という概念を紹介したうえで再度アクションプロ

ジェクトに参加させる（Q4-Act3）。Act2 は，子

どもに参加させるのに対して，Act3 は， ファン

アクティビズムを活用して社会正義を実現しよう

とする「文化的鍼治療」を用いて，より効果的に

社会変革を行うための方法を構想する。ツールキ

ットの理論的基盤となっている Kahne et al.
（2016）や，その源流であるデューイやバーバー

は，「社会的有効感を社会参加の原動力として次々

と社会参加を連続させていく子どもたちは，その

過程で社会参加に必要な資質や能力を発達させて

いく」（唐木，2008）と考えるので，モジュール

もこのような教育観に基づいて参加の経験をさせ

る学習が取り入れられることになる。 
 CR では，モジュールの振り返りとして，子ど

もにこれまで学んだ重要な考えをまとめさせる。

具体的には，再度 Q1〜4 に立ち返らせ，子どもに

覚えておくべき重要な考えをニュースの見出しの

形でまとめさせる。 
 このように，「行動」モジュールには，デジタル

時代において若者が社会変革を追求できるように，

他者の市民的行動に関する資料の比較・分析をさ

せた後に，実際に市民的行動に参加させるという

過程で組織されている。また，本モジュールは，

Q2 や Q3 でメリットだけでなくデメリットも検

討させたり，モジュールの後半で参加をさせたり

することから，一見すると，慎重に市民的行動に

参加させることを重視しているようにみえる。し

かし，Q1 や Q4 をつぶさにみると，社会変革とい

う目標を意識させたうえで，より有効な手段を選

択させ，実際にアクションプロジェクトに参加さ

せている。その後，さらに，デジタル時代ならで

はの大衆文化を活用したよりよい社会変革を構想

させている。「行動」モジュールは，政治参加学習

の過程として組織されており，参加型政治の実践

の一つである市民的行動について比較・分析と経

験をさせることで，デジタルメディアを活用した

市民的行動も視野に入れた，より実践的な社会変

革を追求する市民を育成しようとしているといえ

よう。 
 
3-4．小括ーDigital Civics Toolkit の内容構成の

特色ー 

では，冒頭の課題に戻ろう。政治参加の変化を

重視した DCT はデジタル時代のシティズンシッ

プ教育として，①どのような内容を②どのように

育成しようとしているのか，である。こうした特

色として，主に 4 点がみられた。 
 第 1 は，デジタル時代の参加型政治への 4 つの

関与の形態「調査と研究」，「対話とフィードバッ

ク」，「作成と発信」，「変化のための動員」を単元

内容のスコープとして用いている点である。従来

の政治的関与には，「投票」「政治集会への出席」

「政党活動への積極的な参加」などをあげていた

（Milbrath, 1976）。こうした伝統的な政治的関与

にデジタルでどうかかわるかではなく，調査で明

らかになったデジタル時代の政治参加の方法に関

与している点が特色である。 
 第 2 は，より公正な社会の実現を重視した社会

変革に能動的に関われるようになるように配列し

ていた点である。先に述べた 4 つの関与方法は，

一見すると並列的に見える。しかし，「調査と研究」

→「対話とフィードバック」→「作成と発信」→

「変化のための動員」といくにつれ，生徒は情報

の読み手・収集や分析ではなく，自らの課題や権

利を主張し，より公正な社会の実現をめざして行

動する，能動的なシティズンシップへと向かって

いる。 
 第 3 は，第 2 で示したような社会変革への関与

を追体験する形で示されていた点である。デジタ

ル時代の政治参加は，従来型の制度型政治とは異

なり，たとえ選挙年齢に達していない若者であっ

ても，成人と同様に振舞うことも可能になる。公

的・私的生活の境目が曖昧であるデジタル時代の

参加型政治の関与を直接体験しながら，追体験し

ていた。 
4“imMEDIAte Justice”というNPO 団体の創設者のひとりである，Tani Ikeda 氏のコメントである。imMEDIAte Justice
は，“Our Media. Our Massage.”をモットーに，恵まれない女の子たちが自身のストーリーを共有するプラットフォーム

を提供するものである。（imMEDIAte Justice のホームページ参照，https://immediatejusticeproductions.org/，【最終閲

覧日：2021 年 11 月 29 日】） 

5  ハリーポッター同盟（以下 HPA）のリーダーである Slack によれば，「文化的鍼治療」とは，ポピュラー・メディ

アに対する，人々の感情的な資本を認識し，それを利用して人々の心をつかみ，政治的行動へと促そうとするもので

ある。HPA は，人々やメディアの関心を集め，甚大な宣伝効果を持つハリーポッターのファンのネットワークを，ア

フリカの人権といった市民的課題の解決に動員しようとする持続的な取り組みを行っている。ネットワークとしての

HPA に注目する Jenkins（2012）は，従来政治的とは考えられていなかった大衆文化を，政治的なものとして流用

することによって他者を動員する可能性をもつものとして捉えている。 
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第 4 は，能動性を重視しながらも，行動の目的

化になってしまう行動主義を防ぐような工夫が見

られた点である。デジタル時代の政治参加におい

ては，バートレット（2018）が危惧したように，

感情的・直情的な表現がしばしば用いられるがゆ

えに，行動することそのものに目的がおかれがち

である。「行動」モジュールで見られたように，常

に多様な意見や立場を参照し，常に目標を意識さ

せるようにより公正な世界の実現をめざすように

促されていた。 
 こうした 4 点の特色を用いることで，DCT はデ

ジタル時代に変容した政治参加に関与する能動的

なシティズンシップ育成を果たそうとしていたと

いえる。 
 

４．おわりに：日本の実践に示唆するもの 

 本研究は，デジタル化に伴う政治参加に着目し

た米国のカリキュラム DCT の分析を通して，デ

ジタル時代のシティズンシップ教育カリキュラム

の内容構成を明らかにしてきた。 
 一事例ではあるものの，政治参加の変容に着目

した DCT は，今後の公民教育・シティズンシッ

プ教育のカリキュラム変更に示唆を与えられるの

ではないか。従来の制度型政治に基づく政治参加

は，社会経済的格差が影響していることはかねて

から問題視されてきた。とりわけ疎外されてきた

子どもたちが自らの権利を主張し，行動できる機

会を提供することは政治的有効感を育成する上で

も，実際の態度やスキルを育成する上でも重要に

なるだろう。とはいえ，デジタル時代の政治参加

には危険や課題も多く指摘されているのは繰り返

し述べてきた通りである。しかし，デジタル化は

もはや後戻りはできない状況にある。加速的に進

行するデジタル時代に生きる多様な人々と共にい

かに共生するべきか。そして，そこで生きる市民

をどのように育てるか。今後も考察を深める必要

がある。 
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